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⑤命を守る行動を！

被害に遭わないためには、危険から逃げることです。危険が迫った時は「ま
だ大丈夫だろう」ではなく、「危ない！避難するぞ！」と周りの人にも避
難をうながしましょう。なにより『自分の命は自分で守る』心構えが一番
大切です。

自宅の立地状況や過去の災害状況、このハザー
ドマップなどを参考に、在宅時どのような危険
性があるかを把握しましょう。

テレビ、ラジオ、防災行政無線などから気象・
防災情報を入手し、今後の気象状況の把握や
早めの避難準備をしましょう。

町は、避難準備情報とともに避難所を開設し
ますので、自宅に危険を感じたら、早めに自
主避難しましょう。

大雨や突風などの中での避難は、危険が伴い
ます。避難することが困難な方などを支援し、
複数で状況に注意しながら避難しましょう。

避難所に避難できない場合、土砂に巻き込ま
れないよう２階に避難したり近隣の安全な家
に一時的に避難させてもらうなど、その場で
できる命を守る行動をとってください。

災害時は、家族の安否が気になります。日頃
から、家族別々でいる時のとるべき行動、連
絡方法、集合場所などを話し合っておきま
しょう。

①まずは、自宅の危険性を知る

③早めの避難を心がける

②最新の情報を入手する

⑥家族で事前の話し合いを

避難心得6か条

④単独行動は慎みましょう

ハザード（hazard）とは、【（偶然性の強い）危険】といった意味があります。土砂災害ハザードマップには豪雨により土砂災害が想定される区域が示されています。

出雲崎町神条地区土砂災害ハザードマップ


